
主担当 現状 評価の観点 達成度判断基準 判定基準 備考

① 基本的生活習慣の確立を図るため、
遅刻を防止し、時間を守る指導を徹
底する。

生徒課
各学年

時間を守る意識の高い生徒が増えているが、遅
刻が常態化している生徒も増加傾向にある。

【成果指標】
年間を通して遅刻3回以上の生
徒が減少している。
（前年度は8.6％）

年間を通して遅刻3回以上の生徒の割合が
　Ａ：　６％未満
　Ｂ：　８％未満
　Ｃ：１０％未満
  Ｄ：１０％以上

Ｃ、Ｄの場合、遅刻が常態
化している生徒に対して、
保護者および外部機関等と
協力して改善策を検討す
る。

毎日記録し、月ごとの集計
により推移を注視する。

② 自発的な挨拶、正しい言葉遣いなど
を身につけ品位のある人間性を養
う。

生徒課
各部活動

登校指導において、教師から働きかけることに
より生徒の挨拶への意識は高まっている。しか
し、自ら挨拶をしようという意識が十分とは言
えない。

【成果指標】
生徒が自ら進んで挨拶ができ
る。

自ら進んで挨拶できる生徒の割合が
　Ａ：９０％以上
　Ｂ：８５％以上
  Ｃ：８０％以上
  Ｄ：８０％未満

Ｃ、Ｄの場合、改善策を検
討する。

７月と１２月に学校評価
（生徒）で調査する。

③ いじめ防止に関する講話や教員対象
の研修会などにより、生徒・教員と
もにいじめに関する認識の向上を図
り、いじめの起こらない雰囲気をつ
くる。

生徒課
保健相談課
各学年

「いじめはどこにでもある」という認識のも
と、実態の把握に努め、個々の事案について、
組織的かつ迅速に対応している。しかし、ネッ
トトラブルについては見えない部分も多く、外
部機関とも連携しながら未然防止に努める必要
がある。

【努力指標】
いじめを見逃さない学校づくり
に組織的に取り組んでいる。

本校の「いじめ防止基本方針」に基づいて、いじめ
やネットトラブルの未然防止に学校全体で組織的に
取り組んでいると回答する教職員の割合が
　Ａ：１００％
　Ｂ：　９０％以上
　Ｃ：　８０％以上
　Ｄ：　８０％未満

Ｃ、Ｄの場合、改善策を検
討する。

７月と１２月に学校評価
（教員）で調査する。

④ 学校生活の中で、環境保全に対する
生徒の意識を高め、実践する。

保健相談課
生徒課
各学年

ゴミの分別などに関する生徒の意識は高く、環
境保全に対する生徒の自己評価は高い。しか
し、電気の消し忘れが多く、引き続き環境教育
を継続して進める必要がある。

【成果指標】
ゴミの分別、教室やトイレの消
灯が正しくなされている。

ゴミの分別、教室やトイレの消灯、校内の環境保全
活動に積極的に取り組んでいる生徒の割合が
　Ａ：９５％以上
　Ｂ：８５％以上
  Ｃ：８０％以上
  Ｄ：８０％未満

Ｃ、Ｄの場合、改善策を検
討する。

７月と１２月に学校評価
（生徒）で調査する。

① 不断の授業改善の実現に向けて、教
科を超えて学び合う互見授業や研究
授業を実施することにより、教員の
資質を向上させ、生徒の学習意欲向
上を図る。

教務課
各教科

新学習指導要領の実施に伴い授業および評価の
改善に向けた教員の意識は高まりつつある。ま
た、今年度から一人一台端末が整備されたこと
により、効果的な活用への模索が若手教員中心
に行われ、それが全教員へ波及することが期待
される。これらを踏まえて、主体的・対話的で
深い学びのある授業を目指して、さらなる取組
を推し進めている。

【成果指標】
生徒の学びが主体的・対話的で
深い学びとなっている。

【努力指標】
生徒の学びが主体的・対話的で
深い学びとなるような授業を
行っている。

（生徒）本校の教員は、生徒が主体的・対話的で深
い学びとなる授業を行っていると回答する生徒の割
合が
　Ａ：９５％以上　　Ｂ：８５％以上
　Ｃ：７５％以上　  Ｄ：７５％未満

（教員）主体的・対話的で深い学びとなるような授
業手法を取り入れていると回答する教員の割合が
　Ａ：９５％以上　　Ｂ：８５％以上
　Ｃ：７５％以上　  Ｄ：７５％未満

Ｃ、Ｄの場合、授業改善の
状況、指導法を再検討す
る。

７月と１２月に授業評価
（生徒）、学校評価（教
員）で調査する。

② 各授業において、Chromebookを効果
的に活用し、生徒の思考が深まるよ
うな授業展開を行う。

教務課
各学年
各教科

ＧＩＧＡスクール構想による一人一台端末が整
備され、研修をとおしてICT活用力が上がり、ほ
とんどの教職員が授業で積極的に活用してい
る。今後はChromebookを活用することで思考が
深まるような授業展開を行っていく必要があ
る。

【努力指標】
生徒の思考が深まるように、授
業で端末を効果的に活用してい
る。

（生徒）授業等でChromebookを活用することを通し
て、思考が深まり、学習効果が高まったと感じてい
る生徒の割合が
　Ａ：８０％以上
　Ｂ：６０％以上
　Ｃ：５０％以上
　Ｄ：５０％未満

Ｃ、Ｄの場合、Chromebook
の活用方法を検討する。

７月と１２月に授業評価
（生徒）で調査する。

③ 低学年からの進路指導を意識して、
学習時間調査や面談を活かし、生徒
が見通しを持って家庭学習に取り組
む態度を育て、学習習慣の定着を図
る。

教務課
各学年
各教科

毎日の家庭学習状況を担任が把握し、学習内容
の偏りや時間不足の生徒に対し速やかに面談を
行い助言や支援を行っている。今後は、家庭学
習を前提とした授業展開になるように工夫し、
生徒の主体的な学習習慣の定着に向けて取り組
む必要がある。

【成果指標】
生徒が、１日平均２時間以上家
庭で学習している。

１日平均２時間以上、家庭で学習している生徒の割
合が
  Ａ：７０％以上
  Ｂ：６０％以上
  Ｃ：５０％以上
  Ｄ：５０％未満

学年別に評価し、Ｃ、Ｄの
場合、学習指導のあり方を
再検討する。

年５回、定期考査前に家庭
学習時間調査を実施する。

生徒がより高い進路目標
を掲げその実現に向けて
邁進できるよう、教職員
は総力を挙げて生徒一人
一人の多様な進路志望を
支援する。

① ホーム担任等との面談を繰り返し、
生徒が将来を見据えてより高い進路
目標を設定できるようにするととも
に、生徒の進路実現に向けて、全教
職員でサポートする体制を整える。

進路指導課
各学年

全教職員で「より高みを目指した進路実現」と
いう目標を共有し、こまめな面談で生徒との良
好な関係が実現されているが、生徒一人ひとり
の適性や能力をふまえ、適切な目標設定と将来
の進路についてより深く考えるための情報を提
供する必要がある。

【成果指標】
生徒が、担任との個人面談や進
路ガイダンスにより、志望する
進路先を明確にできている。

担任との個人面談や進路ガイダンスにより、志望す
る進路先を明確にすることができた生徒の割合が
　Ａ：９５％以上
　Ｂ：８０％以上
　Ｃ：７０％以上
  Ｄ：７０％未満

Ｃ、Ｄの場合、面談内容や
時期、および面談回数等、
生徒への情報提供のあり方
や意識づけ方法を検討す
る。

７月と１２月に学校評価
（生徒）で調査する。

② 地元で活躍できる人材の育成を図る
ため、年度当初より生徒と保護者に
対し、地元県内大学を中心とした進
路説明会を実施する。また、合格に
向けて個別の取組（平日補習、土曜
補習等）を行う。

県内大学を受験する生徒が多い。生徒がⅡ期募
集まで諦めずに粘り強くチャレンジしたことに
より、合格率に回復が見られる。目標達成に向
けた具体的な数値目標を提示することで、生徒
が努力を続けるための意欲をサポートしてい
る。

【成果指標】
９月進路志望調査で地元の上級
学校を志望した生徒のうち、地
元の上級学校に合格した割合
（昨年度87.3％）が上昇し、国
公立大学合格者（過去３年間平
均10.3名）が増加している。

(地元上級学校)
９月進路志望調査で地元の上級学校を志望した生徒
のうち、地元の上級学校に合格した割合が
　　Ａ：８０％以上　Ｂ：７０％以上
　　Ｃ：６０％以上　Ｄ：６０％未満
(国公立大学)
国公立大学の合格者数が
　　Ａ：１２人以上　Ｂ：１０人以上
　　Ｃ：７人以上　　Ｄ：７人未満

Ｃ、Ｄの場合、次年度の取
組を再検討する。

適正な進路目標を設定させ
たうえで、年度末に評価す
る。

令和５年度　学校評価計画書 石川県立金沢伏見高等学校
重点目標 具体的取組

１ 生徒があらゆる場で誠実
さ・聡明さ・品位・心の
豊かさを追求できるよ
う、教職員は安全で規律
ある安心できる学校生活
を日々実現する。

２ 生徒が学習意欲を高め主
体的に学ぶ態度と方法を
体得できるよう、教職員
はＧＩＧＡスクール構想
の取組を推進し深い学び
を実現する。

３



主担当 現状 評価の観点 達成度判断基準 判定基準 備考重点目標 具体的取組

【成果指標】
部活動に登録した生徒の割合が
増加している。

部活動に登録した生徒の延べ人数が全生徒の
　Ａ：９０％以上
　Ｂ：８５％以上
  Ｃ：８０％以上
  Ｄ：８０％未満

Ｃ、Ｄの場合、各部活動の
活動内容・記録等を周知す
るとともに高校生活を通し
て部活動を続ける意義を実
感させる取組を再検討す
る。

５月と１０月に部加入率の
調査を実施し、３年は５
月、１・２年は１０月も含
めて評価する。

【満足度指標】
生徒が、部活動は学校生活を活
力あるものにしていると考えて
いる。

部活動が学校生活を活力あるものにしていると考え
ている生徒の割合が加入者の
　Ａ：９０％以上
　Ｂ：８０％以上
  Ｃ：７０％以上
  Ｄ：７０％未満

Ｃ、Ｄの場合、各部活動の
活動時間や内容等を検討す
る。

７月と１２月に学校評価
（生徒）で調査する。

② ボランティア活動後の振り返りを充
実させ、自己の成長を実感させるこ
とで、ボランティア活動に積極的に
参加する意識を一層高める。

特活課
各学年
各部活動

伏見川清掃や地元町会と雪かきボランティア協
定を締結するなど、地域から信頼される学校づ
くりの一環としてボランティア活動への参加を
促している。

【成果指標】
生徒が、ボランティア活動は学
校生活の充実や自己の成長につ
ながると考えている。

ボランティア活動が学校生活の充実や自己の成長に
つながると回答する生徒が参加生徒の
　Ａ：９０％以上
　Ｂ：８０％以上
  Ｃ：７０％以上
  Ｄ：７０％未満

Ｃ、Ｄの場合、活動計画の
周知を徹底するとともに、
活動の意義を実感させる取
組を再検討する。

７月と１２月に学校評価
（生徒）で調査する。

５ 新型コロナウイルスの感
染状況を踏まえ、学習内
容や活動内容を工夫しな
がら教育活動を継続し、
生徒の様々な学習の場面
を提案する。

① 長くなったコロナ禍であるが、改め
て新しい生活様式を遵守し、感染リ
スクの低減に努める。また、生徒や
職員が感染した際の連絡体制および
その対応について、抜かりなく行う
ことで感染拡大防止に努める。

副校長
保健相談課
学年主任

マスク着用緩和が施行され、生徒および職員の
なかでマスク非着率が徐々に高まってきてい
る。しかし、食事や大声での会話などの場面に
おける感染防止対策への意識を高め、丁寧な手
洗いを行う必要がある。更に、感染やその疑い
のある場合の行動に個々人の認識の差異が見ら
れる。

【努力指標】
全教員が生徒の感染防止に向け
た取組を行っている。

（全教員）感染防止対策を十分施して学習活動を
行っていると考える教員の割合が、
　Ａ：９０％以上
　Ｂ：８０％以上
　Ｃ：７０％以上
  Ｄ：７０％未満

Ｃ、Ｄの場合、次年度の取
組を再検討する。

７月と１２月に学校評価
（教員）で調査する。

【努力指標】
全教員が業務の効率化やタイム
マネジメントを図り、過度な時
間外超過勤務を削減する。
（昨年度　時間外超過勤務時間
が月８０時間超の延べ人数は１
８人、１００時間超は３人）

（全教員）時間外超過勤務時間が月８０時間を超え
る教職員の延べ人数が
　Ａ：１０人未満　　Ｂ：１５人未満
　Ｃ：２０人未満 　 Ｄ：２０人以上

月１００時間を超える教職員の延べ人数が
　Ａ：０人　　　　　Ｂ：１人
　Ｃ：２人　　　 　 Ｄ：３人以上

Ｃ、Ｄの場合、次年度の取
組を再検討する。

学年末の集計で評価する。

【努力指標】
各課・学年の垣根を越えて、多
忙な時は協力し合う。

（全職員）「他の課や学年から協力依頼があったと
き、積極的に協力する」と答える教職員の割合が
　Ａ：９０％以上　　Ｂ：８０％以上
　Ｃ：７０％以上　　Ｄ：７０％未満

Ｃ、Ｄの場合、改善策を再
検討する。

７月と１２月に学校評価
（教員）で調査する。

７ 教職員は、担当する教育
活動の成果等について、
保護者や地域に対し、学
校ＨＰや印刷物等を活用
して迅速かつわかりやす
く周知する。

① 本校ホームページをより閲覧しやす
いように工夫し、保護者や地域、中
学生とその保護者等への情報提供を
一層充実させる。緊急連絡は、一斉
配信メールに加えてホームページで
も発信する。

副校長
各課・学年主任

各課、学年および部活動からの積極的な情報発
信と内容の更新により、ホームページ閲覧数は
増加している。しかし更新の少ない項目があ
り、すべての分掌および部活動顧問が定期的に
更新できるよう体制を整える必要がある。緊急
連絡の発信は一斉メール配信とあわせて効果的
に活用していく。

【成果指標】
ホームページのアクセス数が増
加している。
（昨年度　１日平均２０００）

ホームページ上のアクセス数が１日平均で
　Ａ：２２００以上
　Ｂ：２０００以上
　Ｃ：１８００以上
  Ｄ：１８００未満

Ｃ、Ｄの場合、提供する情
報の内容等について再検討
する。

４月から７月と、８月から
１２月の集計で評価する。

４ 生徒が生徒会活動・部活
動・学校内外の行事・体
験活動を積極的に行い成
長できるよう、教職員は
主体性を引き出す働きか
けに努める。

部活動の加入率を高めて、学校全体
の活性化を図る。また、生徒のバラ
ンスのとれた生活や成長に配慮しな
がら、部活動が適切に行われている
か検証する。

特活課
各学年
各部活動

「部活動が学校生活を活力あるものにしてい
る」と認識している生徒が多く、生徒は部活動
を通して学校生活の充実を図っている。一方
で、学年が進むに連れて加入率が下がる傾向が
あり、３年間継続して活動できるよう、活動内
容の工夫や環境づくりに取り組む必要がある。
また、教師の時間外勤務の削減を念頭に、短時
間で効率的な活動による生徒の満足度の向上を
目指している。

６ 教職員は１から５の実現
のため、より効率的かつ
効果的な業務遂行を図
り、組織的な業務改善策
を提案する。

① 教職員が担当業務に応じてタイムマ
ネジメントの意識を高め、分掌業務
の効率化を組織的に図ることによ
り、勤務時間外の分掌業務を削減す
る。

副校長
各課・学年主任

昨年度は、ＧＩＧＡスクール構想に伴う研修、
新学習指導要領に基づく教育課程や観点別学習
評価の準備等、業務量が増加した。これらの業
務に関してタイムマネジメントの意識を一層高
め、業務の効率化を組織的に図れるよう働き方
を更に見直すよう努めていく。

①


